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      变述トリックの起源は、誰もが経験するプリミティヴな言い落とし











      探偵小説の形式化が完成し、対戦型知的ゲームを保証するフェアプレイ原則 
が要求されるようになると、結末の意外性を最大化する技法としての 
言い落とし
レ テ イ サ ン ス
にも、従来とは違う意味が生じはじめる26。 
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による。 













































      この連載では、第一ステージ（一九八七年～九三年）を綾辻行人以下の新人 
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1994 年～2009 年。全 12 作品、完結済み。本編以外に卖行本として出版されたものとし
ては、番外編として「大江戸編」の上下巻、松原秀行と合作の『いつも心に好奇心








2000 年～2009 年。全 5 作品、完結済み。作品数と開始・完結年は、メフィスト31で連載

















 2002 年～。現在 6 作品まで刉行されている。「怪盗クイーン」というキャラクターの初
出は、「名探偵夢水清志郎事件ノート」シリーズの一環として、同じく青い鳥文庫の人気作
家である松原秀行と合作した『いつも心に好奇心



































































































                                                   















































































































    わたしの名前は岩崎亜衣。この春から、ピカピカの中学一年生になる。 
    夢水さんのいったとおり、わたしたちは三つ子だ。 
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 ②事件 「わたし」は三日間にわたり夢水のもとを訪れる。 
 ③謎解き 夢水が、实は「わたし」は三つ子であり、代わる代わる来ていたと謎解きを 
する。 









































































































































































































































































































































































 ①導入 連載記事の取材のため、「Ａ高原」に向かう。 
 ②事件 元々の伝承である「雪霊伝説」に加え「幽霊のシュプール」が見つかる。 
 ③謎解き 雪霊伝説について自然現象を踏まえた説明と、自然を好き勝手してはいけな 
いという忠告を夢水はする。 















 ①導入 夢水が倉庫の掃除中、二枚の羽衣の写真を見つける。 
 ②事件 写真についてＡ子と疎遠になったエピソードを羽衣があかす。 
 ③謎解き 夢水がＡ子の意思を推理し、羽衣に伝える。 






































 ①導入 伊藤の誘いで連載記事の取材のため、笙野之里に向かう。 
 ②事件 「魔女」と名乗る人物から犯行声明があり、密审など不可能と思われる状況で 4 
人の人間が被害に合う。 




















 ①導入 夢水の誕生日を、初めて会った四月一日ということにして、祝おうと三姉妹が 
画策する。 










































































































































































































































































































































































 ①導入 修学旅行の金銭の工面をレーチが教授に相談する。 
 ②事件 変装したレーチと夢水が、虹北商店街で透視の超能力ショーをしているのを亜 
衣が目撃する。 
 ③謎解き 亜衣がレーチと夢水に、どのようにして透視を演出したか推理を披露し、も 
うやめるよう忠告する。 
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74 作中で理由はいくつか挙げられているが、詳しいメカニズムや原因について明確な答え
は出ない。 




































                                                   






































                                                   
78 この、各々の行為や努力に社会が価値観を与えてくれなくなることを、「何を信頼してい
いかわからない」状態から、「大きな物語の崩壊」と宇野は示す。 
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